
3広報　常陸大宮 平成21年11月号

　「常陸大宮大使」は、合併５周年を記念して制定されたもので、常陸大宮市の魅力や情報を全国に発信
し知名度を高めるとともに、まちづくりに役立つご意見や情報等をお寄せいただき、常陸大宮市の産業・
文化・観光等の振興を図ることを目的としています。
　ご就任いただいた大使の皆さんは、市内外において各分野でご活躍中の本市にゆかりのある方々です。
　18人の方をご紹介します。

安あ
ん
ど
う藤　

節せ
つ

子こ

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

（
株
）
芽
ば
え
社
﹃
食
べ
も
の
文
化
﹄
編
集
長
。

　

昭
和
51
年
に
創
刊
さ
れ
た
食
生
活
誌
﹃
食
べ
も

の
文
化
﹄
の
編
集
長
。
食
生
活
や
食
育
に
か
か
わ

る
多
く
の
書
籍
・
講
演
活
動
に
携
わ
る
。
本
市
出

身
。
い
ば
ら
き
大
使
。

池い
け

邉べ

晋し
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

作
曲
家
。

　

東
京
音
楽
大
学
教
授
。
横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ

ー
ル
館
長
、
水
戸
芸
術
館
企
画
顧
問
ほ
か
音
楽
関

係
の
役
職
多
数
。
山
方
南
小
学
校
校
歌
作
曲
。
い

ば
ら
き
大
使
。

井い

田だ　
直な
お

子こ

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

井
田
商
事（
株
）
日
本
ば
し 

鶴
の
家
女
将
。

　

水
戸
・
大
洗
に
て
英
会
話
教
室
を
主
宰
し
た
こ

と
も
あ
る
。現
在
、日
本
橋
に
て
日
本
料
理
店 「
日

本
ば
し 

鶴
の
家
」
を
経
営
。
本
市
出
身
。
大
洗

大
使
。

近お
う

江み

た
か
ひ
こ
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

作
曲
家
。

　

中
学
時
代
の
3
年
間
市
内
に
住
む
。
昭
和
50
年

に
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。昭
和
61
年
に
作
曲
家
に
転
向
。

平
成
18
・
19
年
に
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。
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�広報　常陸大宮 平成21年11月号

杉す
ぎ

本も
と　

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
（
大
阪
府
在
住
）

防
衛
省 

近
畿
中
部
防
衛
局
総
務
部
長
。

　

平
成
19
年
７
月
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
長

に
就
任
。
平
成
20
年
８
月
茨
城
県
・
常
陸
大
宮
市

合
同
防
災
訓
練
に
参
加
。
平
成
21
年
８
月
防
衛
省

近
畿
中
部
防
衛
局
総
務
部
長
に
就
任
。

宗そ
う

次じ

郎ろ
う

さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
在
住
）

オ
カ
リ
ナ
奏
者
。

　

昭
和
61
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
大
黄
河
」
の
音
楽
で

一
躍
脚
光
を
浴
び
る
。
平
成
５
年
第
35
回
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
企
画
賞
受
賞
。
平
成
20
年
に
は
市
ふ

れ
あ
い
の
森
内
に
「
オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
」
建
設
。

鷹た
か

巣す　
照て
る

良よ
し

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

（
株
）
至
誠
堂 

代
表
取
締
役
。

　

昭
和
46
年
に
印
刷
会
社
で
あ
る（
株
）至
誠
堂
を

設
立
。
茨
城
県
人
会
連
合
会
理
事
も
務
め
る
。
本

市
出
身
。

冨と
み

山や
ま　
明め
い

峰ほ
う

さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
在
住
）

き
り
絵
作
家
。

　

全
大
蔵
美
術
展
関
東
甲
信
越
展
特
選
受
賞
を
は

じ
め
多
数
受
賞
。
主
に
国
内
で
個
展
を
開
催
。
各

地
で
き
り
絵
講
師
と
し
て
活
躍
。

大お
お
こ
し越　

昭あ
き

夫お

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

ピ
ジ
ョ
ン（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
。

　

平
成
19
年
４
月
代
表
取
締
役
社
長
就
任
。
市
内

に
お
い
て
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
森
林
保
護

を
目
的
に
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
育
樹
事
業
を
実

施
。
平
成
21
年
で
23
回
目
。

川か
わ

又ま
た　
南な
ん
が
く岳

さ
ん
（
水
戸
市
在
住
）

書
家
。

　

国
内
外
に
て
個
展
を
開
く
な
ど
精
力
的
に
活

動
。
平
成
19
年
の
自
由
民
主
党
大
会
に
て
当
時
の

安
倍
晋
三
首
相
と
共
同
で
「
美
し
い
国
日
本
」
を

揮き
ご
う毫

。
本
市
出
身
。

木き

村む
ら　

興こ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
土
浦
市
在
住
）

（
株
）
関
東
つ
く
ば
銀
行 

代
表
取
締
役
頭
取
。

　

平
成
18
年
６
月
に
代
表
取
締
役
頭
取
に
就
任
。

茨
城
銀
行
と
の
合
併
契
約
を
締
結
さ
せ
る
な
ど
経

営
の
多
角
化
・
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
本
市
出
身
。

国く
に

安や
す　
和か
ず

美み

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

（
財
）
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー 

総
務
部
長
。

　

平
成
21
年
４
月
よ
り
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
総
務

部
長
に
就
任
。
本
市
出
身
。
茨
城
県
人
会
会
員
。

元
国
土
交
通
省
。
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安や
す

野の　
茂し
げ

雄お

さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
在
住
）

（
財
）
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
常
務
理
事
。

　

平
成
７
年
（
財
）
日
本
陸
上
競
技
連
盟
理
事
、

平
成
19
年
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
選
手
強
化

本
部
委
員
就
任
。
平
成
21
年
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
常
務
理
事
就
任
。

渡わ
た

辺な
べ　

直な
お

道み
ち

さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
在
住
）

（
株
）
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

平
成
20
年
３
月
に
市
内
に
転
入
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列

で
毎
週
金
曜
日
に
放
送
中
の
﹃
中
居
正
広
の
金
曜

日
の
ス
マ
た
ち
へ
﹄
の
番
組
内
の
「
ひ
と
り
農
業
」

に
出
演
中
。

西に
し

野の

由ゆ

希き

子こ

さ
ん
（
水
戸
市
在
住
）

茨
城
大
学
准
教
授
。

　

平
成
８
年
茨
城
大
学
人
文
学
部
に
着
任
。
平
成

17
年
に
締
結
し
た
市
と
茨
城
大
学
人
文
学
部
と
の

地
域
連
携
協
定
の
中
心
的
な
窓
口
と
な
る
。

浜は
ま　

　
圭け
い

介す
け

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

作
曲
家
。

　

昭
和
40
年
に
作
曲
家
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和
48
年
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
曲
賞
等
を
受
賞
。
市
内
ゴ
ル

フ
場
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
主
催
。

平
成
21
年
で
９
回
目
。
山
方
小
学
校
校
歌
作
曲
。

本ほ
ん

間ま　
幸ゆ
き

夫お

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

漆
芸
家
。

　

昭
和
57
年
人
間
国
宝
赤
地
友
哉
に
師
事
。
平
成

２
年
か
ら
日
本
橋
三
越
、
新
宿
伊
勢
丹
等
で
個
展

開
催
。
平
成
４
年
市
内
に
漆
の
植
林
開
始
。
市
内

盛
金
に
茨
城
奥
久
慈
工
房
有
す
る
。

柳や
ぎ

下し
た　

征せ
い

史し

さ
ん
（
常
陸
大
宮
市
在
住
）

記
録
写
真
家
。

　

ヤ
ギ
写
真
工
房（
昭
和
50
年
）、八
溝
文
化
社（
平

成
５
年
）
設
立
。
写
真
集
「
ひ
だ
ま
り
の
ワ
ラ
葺

き
民
家
」｢

茅
葺
き
民
家
茨
城
に
見
る
日
本
の
風

景｣

を
出
版
。
平
成
21
年
笠
間
日
動
美
術
館
で
展

覧
会
開
催
。

わたしたちがつくるまちの姿
―常陸大宮市市民憲章―

　常陸大宮市は、緑豊かな自然環境に恵まれ、す

ばらしい歴史と文化のもとで発展してきました。

わたしたちはこの自然、歴史、文化をいかし、安

全で、快適で、活力あるまちを、みんなの手でつ

くります。

一．豊かな自然をいつくしみ、安らげるまちをつ

くります。

一．歴史と文化を大切にし、誇り高いまちをつく

ります。

一．一人ひとりが知恵を出し、暮らし、仕事、い

のちが輝くまちをつくります。

一．さまざまな人たちとの出会いと交流が楽しめ

るまちをつくります。

一．尊重しあい、助けあい、みんなの未来をひら

くまちをつくります。


